
岡山大学４つの挑戦：J-PEAKS事業の
採択を受けて
研究・イノベーション共創管理統括部研究協力課

取組1：卓越性の飛躍から世界的課題を解決する新技術創出

「光合成の根幹をなすタンパク質の機構」、「植物の機構・構造・ゲノム情
報」を解明する。また、人工光合成の社会実装、クリーンエネルギー生産シス
テムや極限環境下でも安定・高強度を保つ新素材開発を加速化する。

取組2：イノベーション創出によるWell-being社会の実現

「少子高齢化が進む日本において、デジタルの力と国家戦略特区を活用して、皆
が豊かに暮らせるWell-being社会を描く。

取組3：知と技を集約し、イノベーション創出の基盤となる研究環境を構築

研究機器の整備・共用化と高度技術人材の育成により、研究大学としての基盤
を強化。人が岡山の地に集い、知識と技術を磨くとともに、他機関との連携を
強化することで、人と技術の好循環を促進する。

取組4：研究分野を牽引する研究者と知識を活用し社会を変革するナレッジワー
カーの育成・輩出
大学における人的リソースを最適化し、組織のパフォーマンスを向上。キャリア
パスの多様化により、自身の得意分野にて価値を発揮し、個人のパフォーマンス
を向上。

地域中核・特色ある研究大
学強化促進事業（J-PEAKS）
【対象】
強みや特色ある研究、社会
実装の拠点等を有する大学
【目的】
研究力向上と社会実装加速
に必要な環境構築を支援し、
戦略的な経営の下、ハー
ド・ソフト双方の環境整備
を促進すること。また、他
大学との連携等を図ること。

・岡山大学長期ビジョン2050実現のためにJ-PEAKSを活用
・J-PEAKS終了後も継続してイノベーションが創出出来るよう
大学経営改革を実施



【産学官連携による加齢性難聴対策】→
難聴の早期発見に向けた、検診車による検診

←【山林資源の可視化による持続可能性の追求】
ドローンやロボットを用いた効率的なデータ収集

【教職員の高度化に向けた取組】↑
研究開発マネジメント業務を担う
人材の養成

【職員の高度化に向けた取組】↓
修士・博士号取得者を増加させる取組である
大学院修学支援制度の認定者


